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in experiencing,on a regular base,the dominant state of
 
parasympathetic nervous system due to PMR focusing on
 
the breathing  exercise and the sense of self-
accomplishment in continuing the habit through the long-
term intervention are considered to be an effective element
 
for maintaining a stable blood-sugar level. We consider
 
it important to recognize the way of thinking obtained
 
from the patient’s own experiences,while appreciating the
 
importance of psychological problems in the treatment of
 
diabetes. Under the guidance and close cooperation
 
with physicians in the outpatient department, it can be
 




















らの方法に従って, 重心動揺計 (アニマ社 GRAVICOR-





























なく 2009年 4月 30日当院内科へ精査加療目的で転院と
なった.精査の結果, AOSDと診断されステロイド治療
が始まった.結膜充血があり内科からの紹介で 2009年 5
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象と方法】 コントロール群は男性 18人 33手,女性 35
人 63手, 合計 53人 96手, 平均年齢 52.6歳 (22歳～86
歳) を調査した. CTS群は男性 7人 10手,女性 20人 31










査した.【結 果】 両群におけるwrist crease高位での
正中神経断面積の比較では有意に CTS群にて増大を認




















2010年 12月から 2011年 5月までにプレガバリンを投
与された患者 34名を検討した. 短期効果はVisual ana-
log scale(VAS)を用いて評価した.副作用発現率,副作
用発現と年齢,性別,および初回投与量との相関を統計





月)であった.初回投与量は 75mgが 24名, 150mgが 10
名であった.投与前VAS平均 7点,投与 1週後VAS平
均 4.3点,投与 2週後 3.3点,投与 4週後 2.8点,最終観察













牧口 貴哉，?橋川 和信，?宮崎 英隆?



















した.【結 果】 術後に吻合部血栓を生じたのは 15例




頼区間 1.30-15.3］,女性 :5.48［1.54-19.5］,高齢 (70歳以
上):5.49［1.49-20.2］, 飲酒 :9.21［1.64-51.7］の 4つで
あった. 静脈血栓のみに限定すると有意な危険因子は女
性 :18.42［1.65-205.52］, 飲酒 :89.21［4.87-1634.81］, 肥
満 :12.71［1.42-113.80］であった.【考 察】 本検討の
危険因子が血栓形成に及ぼす原因を今後検討することに
より, 有効な予防策をこうじることが出来れば, 頭頸部
free flapを更に確立した手技にすることが可能であると
考える.
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